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◇
ま
ち
づ
く
り
部
会
第
１
回
報
告 

 

か
わ
さ
き
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
本
年
度
事
業
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
の
様
々
な
活
動

及
び
提
言
な
ど
を
さ
ら
に
幅
広
く
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り

部
会
を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回
ま
ち
づ
く
り

部
会
が
十
月
三
十
日
に
川
崎
市
産
業
振
興

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
は
自
由
で
、

商
店
街
、
大
型
店
、銀
行
、行
政
関
係
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

部
会
の
目
的
は
、「
川
崎
駅
周
辺
地
区
の

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、地
域
関
係

者
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の
提
言

を
行
な
う
こ
と
」
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
こ
れ
ま
で
の
提
言
を

ま
と
め
た
「
明
日
の
川
崎 

Ａ
Ｃ
Ｅ
戦
略
」

を
た
た
き
台
と
し
て
議
論
を
進
す
め
ま
し

た
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
戦
略
は
、
便
利
で
近
づ
き
や
す

い
街
づ
く
り
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）、
安
心
安

全
で
き
れ
い
な
街
づ
く
り
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＆
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
）、
楽
し
く
過
ご
せ
る
街

づ
く
り
（
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
提
案
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
で
は
、
回
遊
性
の
確

保
（
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
、
電
気
自
動
車
に
よ

る
小
さ
な
回
遊
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
大
き
な
回

遊
）
、
川
崎
駅
南
口
都
市
軸
（
南
口
改
札
設

置
、
大
型
バ
ス
駐
車
場
設
置
）
な
ど
で
す
。

ク
リ
ー
ン
＆
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
で
は
、
快
適
な

商
業
環
境
づ
く
り（
は
み
出
し
看
板
や
商
品

陳
列
の
禁
止
、
客
引
き
行
為
の
禁
止
、
大
型

ゴ
ミ
の
適
正
収
集
）、誇
れ
る
街
づ
く
り（
富

士
見
公
園
再
々
整
備
、
自
転
車
交
通
の
位
置

づ
け
、）、
国
際
化
基
準
の
街
づ
く
り
（
シ
テ

ィ
ー
ホ
テ
ル
の
誘
致
、
四
カ
国
語
の
交
通
表

示
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
）
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
後
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
は
、
街

が
劇
場
に
な
る
街
づ
く
り（
バ
ス
カ
ー
に
よ

る
街
角
の
音
楽
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
よ
る

公
道
利
用
、
街
な
か
に
映
像
を
）、
川
崎
の

歴
史
を
掘
り
起
こ
す
街
づ
く
り
（
旧
東
海
道

宿
の
整
備
、
旧
市
庁
舎
の
一
部
保
存
、
多
摩

川
渡
し
の
再
生
）
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
た
た
き
台
を
参
考
と
し
て
、
部
会

で
の
検
討
及
び
提
案
に
む
け
て
の
意
見
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。「
主
体
を
明
確
に
す
る
」、 

「
実
現
可
能
性
を
ふ
ま
え
た
時
間
軸
で
整

理
す
る
」、「
コ
ス
ト
、
実
現
可
能
性
、
質
で

の
チ
ェ
ッ
ク
」、「
行
政
と
の
調
整
」
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
次
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
ま
と
め
た
「
商
店
街
協

定
」
が
資
料
と
し
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
商

店
街
協
定
は
、平
成
二
十
四
年
三
月
に
川
崎

駅
周
辺
の
１
２
商
店
街
で
結
ば
れ
た
協
定

で
す
。
内
容
は
、
９
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
条
「
目
的
」、
二
条
「
対
象
の
範
囲
」、

三
条
「
看
板
」、
四
条
「
商
品
展
示
」、
五
条

「
自
転
車
」、
六
条
「
客
引
行
為
」、
七
条
「
荷

捌
き
」、
八
条
「
国
際
都
市
に
む
け
て
」、
球

場
「
協
定
の
実
行
」
で
す
。
こ
れ
ら
協
定
の

三
条
、四
条
、六
条
に
つ
い
て
は
、川
崎
市
、

川
崎
警
察
、
商
業
者
が
集
ま
り
協
議
会
を
設

立
し
て
、は
み
出
し
に
関
し
て
は
パ
ト
ロ
ー

ル
を
、
客
引
き
に
関
し
て
は
防
止
条
例
が
で

き
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
資
料
を
ふ
ま
え
て
、
活
発
な
意
見
、

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
街
全
体
と
し
て

看
板
を
統
一
で
き
な
い
か
」、「
建
物
を
建
て

る
時
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
で
き
な
い
か
」
、

「
川
崎
ら
し
さ
を
ど
う
つ
く
る
か
」、「
危
機

管
理
を
導
入
し
て
い
く
」
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
次
回
以
降
の
部
会
を

進
め
、
三
月
に
は
、
部
会
と
し
て
の
提
言
を

行
な
う
予
定
で
す
。 

（
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

笹
原
克
） 

 

◇
ま
ち
づ
く
り
部
会
第
二
回
報
告 

 

第
二
回
ま
ち
づ
く
部
会
が
十
一
月
二
十

七
日
に
ミ
ュ
ー
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
回
部
会
の
議
論
か
ら
出
さ
れ
た

「
Ａ
Ｃ
Ｅ
戦
略
」
の
実
行
性
か
ら
時
間
軸
で

整
理
し
た
資
料
の
説
明
が
は
じ
め
に
あ
り

ま
し
た
。
■
実
行
中
事
業
（
は
み
出
し
看
板

と
商
品
展
示
の
禁
止
、
客
引
き
行
為
の
規
制
、 
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四
カ
国
語
道
路
標
識
、
バ
ス
カ
ー
に
よ
る
音

楽
の
街
）
、
■
社
会
実
験
中
（
ワ
ン
コ
イ
ン

バ
ス
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
）、
■
計
画
と
し

て
発
表
（
市
庁
舎
一
部
保
存
、
シ
テ
ィ
ー
ホ

テ
ル
）、
■
短
期
に
実
現
可
能
な
事
業
（
中

量
輸
送
バ
ス
シ
ス
テ
ム
、
大
型
ゴ
ミ
処
理
、

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
）、
■
中
期
的
に
実
現

可
能
な
事
業
（
電
気
自
動
車
に
よ
る
小
さ
な

回
遊
性
づ
く
り
、
駅
東
西
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
に
寄
る
回
遊
性
創
造
、
旧
東
海
道
川

崎
宿
の
整
備
、
多
摩
川
渡
し
）、
■
長
期
的

に
実
現
可
能
な
事
業
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
、
富

士
見
公
園
再
々
整
備
）
な
ど
で
し
た
。 

 

こ
の
整
理
か
ら
、
幅
広
い
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
街
づ

く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
」
、「
川
崎
駅
地
区
の

課
題
は
東
西
問
題
で
あ
っ
た
が
、
北
口
の
開

設
で
南
北
問
題
が
う
ま
れ
て
い
る
」
、「
シ
テ

ィ
ー
ホ
テ
ル
、
川
崎
駅
南
口
、
さ
い
か
屋
跡

地
、
大
型
バ
ス
駐
車
場
、
富
士
見
公
園
と
い

う
川
崎
駅
都
市
南
軸
が
大
切
に
な
る
」
、「
旧

東
海
道
川
崎
宿
の
取
組
み
の
現
状
報
告
」
な

ど
が
議
論
と
な
り
ま
し
た
。 

  

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
ク

リ
ー
ン
＆
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
」
の
視
点
か
ら
生

ま
れ
る
川
崎
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し 

 

た
。
資
料
と
し
て
「
『
銀
座
ら
し
さ
』
の
継

承
と
創
造:

銀
座
協
議
会
が
提
起
す
る
も

の
」
と
い
う
竹
沢
え
り
子
氏
の
研
究
資
料
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
本
資
料
か
ら
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
必
要
条
件
で
あ
る「
地
元
商
業
者

の
強
い
連
係
と
共
通
す
る
信
念
と
研
究
努

力
を
具
体
的
な
形
で
推
進
し
て
い
く
方
法

や
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
川
崎
ら
し
さ
」
と
は
何
か
。
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
川
崎
駅
の
東
と
西
で

は
違
い
ま
す
し
、
東
の
中
で
も
銀
柳
街
と
仲

見
世
通
り
で
は
違
う
し
、銀
座
街
と
チ
ッ
タ

も
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
い
こ
そ
が

川
崎
ら
し
さ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

（
違
い
）
を
商
業
者
が
ど
の
程
度
認
識
し
て

い
る
か
が
課
題
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

す
。
「
川
崎
が
選
ば
れ
る
街
に
な
る
に
は
何

を
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う
視
点
が
必
要
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。「
街
が
元
気
に
な

る
に
は
、
住
民
が
増
え
る
こ
と
、
そ
し
て
街

の
外
か
ら
沢
山
の
人
が
来
て
く
る
こ
と
」
と

い
う
、
沢
山
の
人
が
望
む
も
の
を
提
供
で
き

る
街
づ
く
り
が
必
要
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
行
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
の
は
、「
ク
リ

ー
ン
＆
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
」で
あ
る
と
い
え
ま 

 

す
。 

 

銀
柳
街
で
は
、
現
在
の
課
題
を
乗
越
え
て

新
し
い
商
店
街
の
姿
を
見
い
だ
す
た
め
に

「
川
崎
銀
柳
街
・
川
崎
銀
座
街 

街
づ
く
り

検
討
会
」
を
設
け
て
お
り
、「
川
崎
銀
柳
街 

街
づ
く
り
ル
ー
ル
」が
策
定
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。次
回
の
第
三
回
部
会
に

お
い
て
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
法

と
し
て「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
街
づ
く

り
」
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
し

い
動
き
に
つ
い
て
も
、
次
回
の
部
会
で
紹
介

し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
す
。次
回
は
十
二

月
二
十
五
日
に
開
催
し
ま
す
。 

（
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

笹
原
克
） 

 

🔶
 

事
務
局
た
よ
り 

🔶
 

Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
は
、ま
ち
づ
く
り
部
会
と
提
言
部

会
、
二
つ
の
部
会
が
あ
り
、
両
部
会
共
に
、

熱
心
な
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。今
回
の
通

信
は
ま
ち
づ
く
り
部
会
を
と
り
あ
げ
ま
し

た
が
、
両
部
会
共
に
、
か
つ
て
Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
ま

と
め
た
「
明
日
の
川
崎 

Ａ
Ｃ
Ｅ
戦
略
」
が

た
た
き
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
視
点
は
、川
崎
駅

を
中
心
と
し
た
東
西
軸(

中
央
口
・
北
口
・

南
口
の
三
つ
の
軸)

の
強
化
と
多
摩
川
軸
の 

 

明
確
化
、富
士
見
公
園
ま
で
を
含
む
広
域
的

な
回
遊
性
の
確
保
で
す
。 

外
部
環
境
の
変
化
と
し
て
、
首
都
圏
諸
都

市
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
新
品
川
駅
の
開

設
や
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
な
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
都
市
改
造
が
着
々
と
進
み
、
隣

の
横
浜
市
で
も
駅
西
口
に
新
た
な
商
業
集

積
も
生
ま
れ
ま
す
。こ
う
し
た
外
部
環
境
の

大
き
な
変
化
と
あ
い
ま
っ
て
、川
崎
駅
周
辺

の
動
き
と
し
て
、
北
口
自
由
通
路
の
開
設
に

伴
う
新
た
な
商
業
空
間
の
開
設
や
、
さ
い
か

屋
閉
店
、
マ
ル
イ
撤
退
な
ど
が
続
き
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
の
北
口
自
由
通
路
の
開
設
は

Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
求
め
て
き
た
東
西
軸
の
強
化
で

あ
り
、
首
都
圏
諸
都
市
と
の
競
争
に
勝
つ
う

え
で
も
大
き
な
意
義
を
有
し
ま
す
。
た
だ
、

意
図
し
て
い
な
か
っ
た
さ
い
か
屋
の
閉
店

や
マ
ル
イ
撤
退
を
見
れ
ば
、
東
西
軸
の
う
ち

貧
弱
な
南
口
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
り
ま
す
。
二
月
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
は
独

自
に
北
口
自
由
通
路
の
開
設
前
後
の
交
通

量
調
査
を
行
い
、
人
の
流
れ
の
変
化
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、今
後
、

協
働
と
競
争
に
よ
る
川
崎
の
魅
力
の
発
信

に
向
け
南
口
の
強
化
を
提
言
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

（
リ
エ
ゾ
ン
コ
ー
デ
イ
ネ
タ
ー 

伊
藤
） 


